
　
平
均
寿
命
日
本
一
の
長
野
県
は

が
ん
の
死
亡
数
が
最
も
少
な
い
県

で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
人
口

が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
高
度
な
医

療
機
関
も
少
な
い
伊
那
、
飯
田
、

木
曽
と
い
っ
た
医
療
圏
で
、
が
ん

の
死
亡
数
が
少
な
い
こ
と
に
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

　
か
つ
て
、
日
本
で
脳
卒
中
が
一

番
多
か
っ
た
の
が
秋
田
、
２
番
目

が
長
野
と
い
う
時
代
が
あ
り
ま
し

た
。
長
野
県
民
は
最
近
ま
で
、
野

沢
菜
な
ど
の
塩
辛
い
漬
物
の
摂
取

が
多
く
、
若
い
世
代
の
脳
卒
中
も

多
か
っ
た
の
で
す
。

　
秋
田
は
県
立
脳
血
管
研
究
セ
ン

タ
ー
な
ど
高
度
で
専
門
的
な
医
療

機
関
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。
し

か
し
、
い
ま
だ
脳
卒
中
に
よ
る
男

性
の
死
亡
率
が
全
国
３
位
（
２
０

１
０
年
）
で
、
が
ん
死
亡
率
も
第

４
位
に
甘
ん
じ
て
い
ま
す
（
２
０

１
２
年
）
。

　
一
方
、
長
野
県
は
財
政
的
な
問

題
も
あ
り
、
高
度
医
療
へ
の
投
資

は
限
定
的
で
し
た
。
人
口

万
人

当
た
り
の
医
師
数
は
全
国

位
、

病
床
数
は

位
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
分
、
予
防
医
学
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
保
健
師

の
数
が
多
い
ば
か
り
か
、
住
民
の

中
か
ら
、
保
健
師
の
活
動
を
助
け

る
「
保
健
補
導
員
」
が
組
織
さ
れ

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、保
健
所
の
栄
養
教
室

の
修
了
者
か
ら「
食
生
活
改
善
推

進
員
」が
選
ば
れ
、住
民
の
食
生
活

の
改
善
を
中
心
に
、健
康
づ
く
り

の
た
め
の
実
践
活
動
の
輪
を
広
げ

ま
し
た
。そ
の
結
果
、長
野
の
男
性

県
民
の
脳
卒
中
死
亡
率
は
全
国

位
と
大
き
く
改
善
し
て
い
ま
す
。

　
栄
養
や
保
健
に
関
し
て
長
野
県

が
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
活
動
の
結

果
、
県
民
の
生
活
習
慣
は
大
き
く

改
善
さ
れ
ま
し
た
。
野
菜
摂
取
量

は
都
道
府
県
中
ト
ッ
プ
で
、
肥
満

や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
人
の
割
合
、
喫
煙
率
も
低
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
長
野
は
、

歳
以
上
の

高
齢
者
が
全
国
で
一
番
働
く
県

で
、
社
会
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
率
も
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
精
密
機
械
関
連

の
工
場
な
ど
の
誘
致
が
進
ん
で
県

民
所
得
が
高
い
で
す
。
経
済
が
安

定
し
て
い
る
こ
と
が
健
康
長
寿
に

プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
生
き
が
い
を
持
っ
て
長
く
働
き

な
が
ら
、
健
康
的
で
経
済
的
に
も

安
定
し
た
生
活
を
続
け
る
。
こ
ん

な
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
が
ん
の

死
亡
数
を
減
ら
し
て
健
康
長
寿
を

も
た
ら
す
の
で
す
。
が
ん
治
療
の

高
額
化
が
話
題
に
な
る
今
、
長
野

の
成
功
に
大
い
に
学
ぶ
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

（
東
京
大
学
病
院
准
教
授
）
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